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死刑廃止を訴え執行停止を求める集会とデモ
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死刑廃止国際条約の批准を求めるFORUM90
〒 107-0052 東京港区赤坂 2-14-13 港合同法律事務所気付 TEL.03-3585-2331 FAX.03-3585-2330

練馬集会とデモ
６月９日（土）午後２時～

※午後４時デモ出発予定。練馬駅周辺で解散予定

練馬産業会館
練馬区豊玉北練馬区豊玉上２丁目23-10
（tel:03-3991-0530）練馬駅・桜台駅下車

講演：青木理（あおきおさむ）

1966 年生まれ、共同通信記者を経て現在フ
リージャーナリスト。著書に『ルポ拉致と
人々』岩波書店、『絞首刑』講談社、『国策
捜査─暴走する特捜検察と餌食にされた人
たち』金曜日、『トラオ』小学館などがある。

死刑という権力●法務大臣と法務官僚（仮題）

ほか

千川通り

西武池袋線

練馬
産業会館
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あなたは死刑を知っていますか？ 死刑囚を知っていますか？

死刑廃止国際条約の批准を求めるFORUM90
〒 107-0052 東京港区赤坂 2-14-13 港合同法律事務所気付 TEL.03-3585-2331 FAX.03-3585-2330

死刑廃止国際条約の批准を求めるフォーラム 90の編

集による 2011 年に行われた死刑確定囚へのアンケー

ト結果を紹介する『死刑囚 90人―とどきますか、獄

中からの声』が発行されました。2008年に行われたア

ンケートに基づく『命の灯を消さないで』に続くパー

ト２になるものです。「死刑廃止のための大道寺幸子

基金」絵画部門受賞作の図版も多数掲載しています。

インパクト出版会 2012年 5月刊 1800円＋税

 ……今回は、３月 11日以後のアンケートだったた

め多くの人たちが被災者への思いを書いている。

 こんな時代だからアンケートに答えることはできませんと書いた人は、

以下のように書いている。

 「せっかく作って頂いたアンケートなのですが、東北地方太平洋沖地震に

て、死者１万 5000 人以上、行方不明 7000 人以上、そして避難されている

方が 11万人以上であり、被災地で生活している方々が今だに不自由で苦難

な生活うぃしているなかで、私は死刑確定者という身分で有りながら、毎日、

３食も食事を頂き、入浴もさせて頂いています。納税の義務を果たしてし

ない私が、大切な血税にて生かされて罪のない被災地の方々が苦労されて

いることを考えると、とても、このアンケートに答える気持ちになれません。

申し訳ありませんが、今回は辞退させて頂きます。」この人は、３月 29日、

死刑を執行された。……

 福島みずほ 前書き「死刑について考えるために」より

死刑のない社会をめざして2012
フォーラム90からの御案内

■集会 再審無罪へ・袴田事件と名張事件―冤罪と死刑

 ７月７日（土）午後１時～ 文京区民センター３Ａ

   ・報告 名張事件：河合匡秀弁護士

   ・新作講談 福田織福「袴田冤罪事件～百万遍～」

   ・報告 袴田事件：小川秀世弁護士

 

■死刑廃止運動全国合宿

 ９月15～ 16日 死刑廃止全国合宿（於：札幌）

■世界死刑廃止デー 響かせあおう死刑廃止の声2012

 10月６日（土）四谷区民ホール（東京・新宿）

「まな板の上のフグ」松田康敏

2007年に「大道寺幸子基金・表現展」

に寄せられた絵画作品。本年３月 29

日、小川法相により執行された松田

さんは、弁護人から再審請求が出さ

れていると信じていた。


